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病害虫発生予報 第８号 （ 1１ 月予報 ）病害虫発生予報 第８号 （ 1１ 月予報 ）病害虫発生予報 第８号 （ 1１ 月予報 ）病害虫発生予報 第８号 （ 1１ 月予報 ）

和歌山県農作物病害虫防除所和歌山県農作物病害虫防除所和歌山県農作物病害虫防除所和歌山県農作物病害虫防除所

TEL 0736（ 64） 2300TEL 0736（ 64） 2300TEL 0736（ 64） 2300TEL 0736（ 64） 2300

＜予報の概要＞＜予報の概要＞＜予報の概要＞＜予報の概要＞

作 物 名 病 害 虫 名 発 生 量 作 物 名 病 害 虫 名 発 生 量

エン ドウ 褐斑病 、褐紋病 並 野菜 ・ 花 シロ イチモジ ヨ ト ウ やや少
つる枯細菌病 並 き全般 ハスモン ヨ ト ウ やや少
うどんこ病 やや多 オオ タバ コガ やや少
ハダニ類 並
ウラナ ミシ ジ ミ やや多

ダイ コン 黒斑細菌病 並 カンキツ 果実腐敗病 やや少
ハクサイ アブ ラムシ類 やや多 ミ カ ンハダニ 並
キャベツ コナガ やや少

ヨ ト ウガ やや少 果樹全般 カ メムシ類 カンキツ
並

カキ
やや多

気象予報気象予報気象予報気象予報
１ か 月 予 報 （ 予 報 期 間 10月 25日 ～ 11月 24日 大 阪 管 区 気 象 台 ）

＜ 予 想 さ れ る 向 こ う １ か 月 の 天 候 ＞

向 こ う １ か 月 の 出 現 の 可 能 性 が 最 も 大 き い 天 候 と 、 特 徴 の あ る 気 温 、 降 水 量 等 の 確

率 は 以 下 の と お り で す 。

近 畿 日 本 海 側 で は 、 天 気 は 数 日 の 周 期 で 変 わ り ま す が 、 平 年 に 比 べ 曇 り や 雨 の 日 が

少 な い で し ょ う 。 近 畿 太 平 洋 側 で は 、 天 気 は 数 日 の 周 期 で 変 わ り 、 平 年 と 同 様 に 晴 れ

の 日 が 多 い 見 込 み で す 。

向 こ う １ か 月 の 平 均 気 温 は 、 高 い 確 率 ６ ０ ％ で す 。 日 照 時 間 は 、 近 畿 日 本 海 側 で 平

年 並 ま た は 多 い 確 率 と も に ４ ０ ％ で す 。

週 別 の 気 温 は 、 １ 週 目 は 、 高 い 確 率 ７ ０ ％ で す 。 ２ 週 目 は 、 高 い 確 率 ５ ０ ％ で す 。

３ ～ ４ 週 目 は 、 平 年 並 ま た は 高 い 確 率 と も に ４ ０ ％ で す 。

＜ 向 こ う １ か 月 の 気 温 、 降 水 量 、 日 照 時 間 の 各 階 級 の 確 率 （ ％ ） ＞

月平均気温 (平年値 ) 月降水量 (平年値 )
（ ℃ ） （ mm）

和歌山 １ ３ ． ５ 和歌山 ９ ０ ． ５
11 月

潮 岬 １ ５ ． ３ 潮 岬 １ ６ ０ ． ２
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Ⅰ ．野菜 ・花きⅠ ．野菜 ・花きⅠ ．野菜 ・花きⅠ ．野菜 ・花き

＜エン ドウ＞＜エン ドウ＞＜エン ドウ＞＜エン ドウ＞

１ ．褐斑病 、褐紋病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の 露 地 栽 培 に お け る 10月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 19％ （ 平 年 12％ ） で

あ っ た 。

② 11月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 多 湿 ほ 場 で 発 生 し や す い の で 、 排 水 に 注 意 す る 。

② 施 設 栽 培 で は 、 降 雨 が 多 い 場 合 は 早 め に ビ ニ ル 被 覆 を 行 う 。

③ 薬 剤 の 予 防 散 布 に 努 め る 。

④ 種 子 伝 染 す る の で 、 発 生 ほ 場 で は 採 種 し な い 。

２ ． つ る枯細菌病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の 露 地 栽 培 に お け る 10月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 ２ ％ ） で あ

っ た 。

② 11月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 本 病 は 、 褐 斑 病 、 褐 紋 病 と 葉 の 病 斑 が 酷 似 す る 。 褐 斑 病 、 褐 紋 病 の 病 斑

は 日 光 に 透 か し て も 不 透 明 で あ る の に 対 し 、 本 病 は 光 が 透 け て 見 え る こ と

で 区 別 で き る 。

② 防 風 ネ ッ ト の 発 病 抑 制 効 果 が 高 い 。

③ 種 子 伝 染 す る の で 、 発 生 ほ 場 で は 採 種 し な い 。

３ ． う どん こ病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の 露 地 栽 培 に お け る 10月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 38％ （ 過 去 ９ 年 間 の

平 均 １ ％ ） で あ っ た 。

② 11月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 11月 上 旬 以 降 に 外 張 り 被 覆 を す る 作 型 で は 、 低 温 期 で も 乾 燥 す る と 発 生

し や す い 。

② 下 位 葉 に 病 斑 を 認 め た ら 薬 剤 散 布 を 行 う 。

４ ． ハダニ類

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の 露 地 栽 培 に お け る 10月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 、 カ ン ザ ワ ハ ダ ニ 32

％ （ 平 年 15％ ） 、 ナ ミ ハ ダ ニ ０ ％ （ 平 年 14％ ） で あ っ た 。

② 11月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 薬 液 が 葉 裏 に 十 分 か か る よ う に 散 布 す る 。

５ ． ウ ラナ ミシジ ミ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠
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① 県 中 部 の 露 地 栽 培 に お け る 10月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 68％ （ 平 年 41％ ） 、

発 生 株 率 は 21.0％ （ 平 年 10.8％ ） で あ っ た 。

② 11月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 食 入 加 害 さ れ た さ や は 、 ほ 場 の 外 に 持 ち 出 し 処 分 す る 。

＜ダイ コン 、 ハクサ イ 、キ ャベツ＞＜ダイ コン 、 ハクサ イ 、キ ャベツ＞＜ダイ コン 、 ハクサ イ 、キ ャベツ＞＜ダイ コン 、 ハクサ イ 、キ ャベツ＞

１ ．黒斑細菌病

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 の ハ ク サ イ 、 キ ャ ベ ツ に お け る 10月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は い ず れ も

０ ％ （ ハ ク サ イ ： 平 年 ８ ％ 、 キ ャ ベ ツ ： 過 去 ５ 年 の 平 均 12％ ） で あ っ た 。

② 一 部 の ダ イ コ ン 圃 場 で は 発 生 が 散 見 さ れ て い る 。

③ 11月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 常 発 地 で は 降 雨 に よ り 多 発 す る の で 薬 剤 の 予 防 散 布 を 行 う 。

２ ． ア ブ ラムシ類

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 の キ ャ ベ ツ に お け る 10月 中 旬 の モ モ ア カ ア ブ ラ ム シ の 発 生 ほ 場 率

は 20％ （ 平 年 22％ ） 、 発 生 株 率 は 4.0％ （ 平 年 3.0％ ） 、 ニ セ ダ イ コ ン ア ブ

ラ ム シ の 発 生 ほ 場 率 は 50％ （ 平 年 35％ ） 、 発 生 株 率 は 14.0％ （ 平 年 7.1％ ）

で あ っ た 。

② 黄 色 水 盤 （ 紀 の 川 市 ） へ の 10月 １ ～ 20日 の 飛 来 数 は 、 74頭 （ 平 年 45頭 ）

で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 薬 液 が 株 元 の 葉 裏 に か か る よ う に て い ね い に 散 布 す る 。

３ ． コ ナガ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 の キ ャ ベ ツ に お け る 10月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 ９ ％ ） で

あ っ た 。

② フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る 10月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 ０ 頭 （ 平

年 １ 頭 ） で あ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め に 、 系 統 の 異 な る 薬 剤 を ロ ー テ ー シ ョ

ン で 散 布 す る 。

４ ． ヨ ト ウ ガ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 の キ ャ ベ ツ に お け る 10月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 11％ ） で

あ っ た 。

② フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る 10月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 ０ 頭 （ 平

年 ４ 頭 ） で あ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 発 生 初 期 の 若 齢 期 の 防 除 に 努 め る 。

＜野菜 ・花き全般＞＜野菜 ・ 花き全般＞＜野菜 ・ 花き全般＞＜野菜 ・ 花き全般＞

１ ． シ ロ イチモジ ヨ ト ウ
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（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の 露 地 栽 培 エ ン ド ウ に お け る 10月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年

： 発 生 ほ 場 率 27％ 、 発 生 株 率 3.7％ ） で あ っ た 。

② フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る 10月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 １ 頭 （ 平

年 10頭 ） 、 御 坊 市 17頭 （ 平 年 22頭 ） で あ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 中 齢 ～ 老 齢 幼 虫 は 薬 剤 感 受 性 が 低 い の で 、 発 生 初 期 の 若 齢 期 に 薬 剤 散 布

す る 。

２ ． ハ スモン ヨ トウ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の 露 地 栽 培 エ ン ド ウ に お け る 10月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年

： 発 生 ほ 場 率 44％ 、 発 生 株 率 8.8％ ） で あ っ た 。

② 県 北 部 の キ ャ ベ ツ に お け る 10月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 ： 発 生 ほ

場 率 36％ 、 発 生 株 率 7.5％ ） で あ っ た 。

③ フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る 10月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 211頭 （ 平

年 741頭 ） 、 御 坊 市 1,092頭 （ 平 年 1,432頭 ） で あ っ た 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 中 齢 ～ 老 齢 幼 虫 は 薬 剤 感 受 性 が 低 い の で 、 発 生 初 期 の 若 齢 期 に 薬 剤 散 布

す る 。

３ ． オオ タバ コガ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 中 部 の 露 地 栽 培 エ ン ド ウ に お け る 10月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 11％ （ 平 年

48％ ） 、 発 生 株 率 は 1.1％ （ 平 年 8.8％ ） で あ っ た 。

② フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る 10月 １ ～ 20日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 33頭 （ 平

年 ９ 頭 ） 、 御 坊 市 20頭 （ 平 年 50頭 ） で あ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 中 齢 ～ 老 齢 幼 虫 は 薬 剤 感 受 性 が 低 い の で 、 発 生 初 期 の 若 齢 期 に 薬 剤 散 布

す る 。

Ⅱ ．果 樹Ⅱ ．果 樹Ⅱ ．果 樹Ⅱ ．果 樹

＜カンキツ＞＜カンキツ＞＜カンキツ＞＜カンキツ＞
１ ． 果実腐敗病 （緑かび病 、青かび病 ）

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 や や 少

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 （ 海 南 市 下 津 町 ） 、 県 中 部 、 県 南 部 （ 田 辺 市 ） に お け る 10月 中 旬

の ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン 樹 上 果 実 の 緑 か び 病 発 生 園 率 は ３ ％ （ 平 年 27％ ） で あ

っ た 。

② 11月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 樹 上 の 発 病 果 や 、 こ れ に 接 触 し て い る 果 実 は 速 や か に 除 去 す る 。

② 果 実 は て い ね い に 取 り 扱 い 、 果 面 に 傷 を つ け な い 。

③ 収 穫 前 の 薬 剤 散 布 を 励 行 す る 。

２ ． ミ カ ンハダニ

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 並
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（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 県 北 部 （ 海 南 市 下 津 町 ） 、 県 中 部 、 県 南 部 （ 田 辺 市 ） に お け る 10月 中 旬

の 発 生 園 率 は 17％ （ 平 年 15％ ） 、 寄 生 葉 率 は 3.9％ （ 平 年 4.3％ ） で あ っ た 。

② 11月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 収 穫 前 の 薬 剤 散 布 は 使 用 基 準 に 特 に 留 意 す る 。

② 収 穫 時 期 ま で 袋 か け を 行 な う 品 種 で は 袋 か け 前 に 寄 生 状 況 を 確 認 し 、 必

要 に 応 じ て 薬 剤 散 布 を 行 う 。

＜果樹全般＞＜果樹全般＞＜果樹全般＞＜果樹全般＞
１ ． カ メ ムシ類

（ １ ） 予 報 内 容 発 生 量 カ ン キ ツ ： 並 カ キ ： や や 多

（ ２ ） 予 報 の 根 拠

① 紀 の 川 市 粉 河 の 予 察 灯 に お け る 10月 16～ 20日 の チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ の

誘 殺 数 は ０ 頭 （ 平 年 2.5頭 ） 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ が ８ 頭 （ 同 14.8頭 ） で あ っ

た 。

② 有 田 川 町 奥 の 予 察 灯 に お け る 10月 16～ 20日 の チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ の 誘

殺 数 は １ 頭 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ が 18頭 で あ っ た 。

③ み な べ 町 東 本 庄 の 予 察 灯 に お け る 10月 16～ 20日 の チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ

の 誘 殺 数 は １ 頭 （ 多 発 年 の 平 成 25年 を 除 く 過 去 ３ 年 の 平 均 0.3頭 ） 、 ツ ヤ ア

オ カ メ ム シ が 31頭 （ 同 10.3頭 ） で あ っ た 。

④ 県 北 部 に お け る 10月 下 旬 の カ キ の 被 害 果 率 は 「 富 有 」 で 17.6％ （ 平 年

12.0％ ） で あ っ た 。

⑤ 11月 の 気 象 予 報 に よ る 。

（ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点

① 園 内 外 の カ メ ム シ 類 の 発 生 と 果 実 被 害 の 状 況 を 常 に 観 察 す る 。

② 飛 来 が み ら れ る 園 で 薬 剤 散 布 す る 場 合 は 、 収 穫 期 の 散 布 と な る の で 使 用

基 準 に 十 分 注 意 す る 。

本 情 報 は 、 下 記 の 方 法 で も ご 覧 頂 け ま す 。

○ 農 業 環 境 ・ 鳥 獣 害 対 策 室 ウ ェ ブ ペ ー ジ○ 農 業 環 境 ・ 鳥 獣 害 対 策 室 ウ ェ ブ ペ ー ジ○ 農 業 環 境 ・ 鳥 獣 害 対 策 室 ウ ェ ブ ペ ー ジ○ 農 業 環 境 ・ 鳥 獣 害 対 策 室 ウ ェ ブ ペ ー ジ <農 作 物 病 害 虫 防 除 所 コ ー ナ ー >

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/

boujyosyo-yosatsujyouhou.html

○ 和 歌 山 県 ホ ー ム ペ ー ジ○ 和 歌 山 県 ホ ー ム ペ ー ジ○ 和 歌 山 県 ホ ー ム ペ ー ジ○ 和 歌 山 県 ホ ー ム ペ ー ジ <わ か や ま 県 政 ニ ュ ー ス >

http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/

※ 詳 し く は 、 農 作 物 病 害 虫 防 除 所 (TEL 0736-64-2300)ま で お 願 い し ま す 。


